
島田市

島田市大津財産区は、1955 年に設立され、大津地区の森林の保全と地域住民の福祉増進を目的に財

産を管理・活用している。その１つとして、2010 年から 12 年間にわたり、大津小学校の３年生に「椎

茸の菌打ち体験」を行っている。毎年 12 月にコナラの木を伐採し、１か月乾燥させた後に長さ１ｍ

に裁断してほだ木 40 本を提供している。また、子供たちがドリルで穴を開けたり種駒を打ち込んだ

りする際の指導を行う。５年生の秋には収穫を迎え、森林保全の大切さを伝え続けている。

活動内容等

ふ り が な

団 体 名 島田市大津財産区
し ま だ し おおつざいさん く

(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

大津地区の森林を生かした体験活動を通して、子供たちの豊かな心を育て、

森林保全の大切さについて興味・関心を高める。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体 ＰＴＡ、町内会、ＪＡ大井川営農センター

大津小地域学校協働本部

・参加状況 ３年児童：26 名、５年児童：31名（2022 年）

事業に関わった人：20 名（2022 年）

・活動年数 「椎茸の菌打ち体験」12 年

・そのほかの活動「愛鳥愛護林活動への協力」約 50年

「丸太ベンチ、卒業制作用木材の提供」随時

「丸太切り体験＆カブトムシの幼虫提供」約 12年

（3）活動内容及

び成果

・椎茸の菌打ち体験は、子供たちにとって、実際に木に触れ、自分の手で種駒

を打ち込む体験を通して、大津財産区の方から道具の使い方や作業のこつを

教わったり、森の話を聞いたりする貴重な機会となった。

・この他にも、大津財産区より、丸太を活用したベンチや、卒業制作のための

材木の提供があり、木のぬくもりを感じる学習環境作りに寄与している。

・「愛鳥愛護林」の学校（昭和 45 年制定）として、バードウオッチングの際に

は、観察小屋を整備するなど、協力をしていただいた実績がある。

(4) その他

特記事項


